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裕

は
じ
め
に

　

筆
者
は
先
だ
つ
「『
清
水
千
句
』
考
」（「
大
妻
国
文
」
4（
号
、
平
成
（（
・
３
（
で
「『
本
哥
取

絵　

入�

百
人
一
句
』」
に
も
及
び
、「
翻
刻
・
影
印
『
本
哥
取

絵　

入�

百
人
一
句
』」（
早
稲
田
大
学
貴
重
本
研
究
会
／
雲
英
末
雄
・
伊
藤
善
隆
・
二
又
淳
氏
編
、「
早
稲
田
大
学　

図
書
館
紀
要
」
（（
号
・
平
成
（（
・

３
（
で
、
雲
英
氏
等
が
主
張
さ
れ
た
（
主
に
雲
英
氏
の
主
張
と
考
え
る
（、
西
鶴
編
の
『
生
玉
万
句
』・
山
口
清
勝
編
の
『
清
水
千
句
』
双
方
に

出
座
・
主
催
し
た
旧
派
の
清
勝
が
、
自
分
の
立
場
や
自
派
の
結
束
を
強
め
る
た
め
に
旧
派
の
俳
人
た
ち
の
作
を
多
く
収
録
し
て
『
本
哥
取

絵　

入�

百
人
一

句
』（
以
下
必
要
に
応
じ
て
、『
本
哥
取
百
人
一
句
』
と
略
記
す
る
（
を
刊
行
し
た
の
で
は
な
い
か
と
主
張
さ
れ
た
の
に
対
し
、
筆
者
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
、『
清
水
千
句
』
の
発
見
・
紹
介
者
で
あ
る
牛
見
正
和
氏
の
、
清
勝
が
西
鶴
と
の
融
和
を
は
か
る
た
め
の
『
清
水
千
句
』
の
興
行

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
見
解
（
牛
見
氏
「
新
収
俳
書
『
清
水
千
句
』―
解
題
と
翻
刻
、「
ビ
ブ
リ
ア
」
（（（
号
・
平
成
（4
・
５
（
に
近
い
立
場
を
と
っ

て
い
た
。
即
ち
西
鶴
へ
の
対
抗
意
識
は
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、『
本
哥
取
百
人
一
句
』
を
検
討
し
て

み
て
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
旧
派
・
新
派
の
対
立
云
々
は
別
に
し
て
、
少
な
く
も
西
鶴
へ
の
意
識
は
か
な
り
強
か
っ
た
と
考
え
る
に

大
妻
国
文　

第
44
号　

二
〇
一
三
年
三
月



五
六

到
っ
た
。

　

該
『
百
人
一
句
』
解
題
の
冒
頭
に
は
平
成
元
年
十
一
月
の
東
京
古
典
会
の
入
札
会
に
出
品
さ
れ
た
の
を
落
札
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
実

は
そ
の
時
、
筆
者
自
身
も
大
妻
女
子
大
学
に
在
職
し
て
い
て
札
を
入
れ
た
の
だ
が
、
あ
え
な
く
敗
れ
て
、
依
頼
し
た
書
肆
に
落
札
額
を
聞
く
と

予
想
よ
り
は
る
か
に
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
む
し
ろ
サ
バ
サ
バ
し
て
安
堵
し
た
記
憶
が
あ
る
の
だ
が
、
か
な
り
時
期
を
経
た
の
ち
雲
英

氏
に
話
す
機
会
が
あ
り
、
い
つ
だ
っ
た
か
は
明
確
に
覚
え
て
い
な
い
が
、
雲
英
氏
が
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
雲
英
氏
等
の
稿
が
公
刊
さ
れ
た
の
ち
、
筆
者
も
検
証
・
確
認
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
雲
英
氏
が
急
逝
さ
れ

た
。
拙
稿
「『
清
水
千
句
』
考
」
は
逝
去
さ
れ
た
あ
と
で
、
コ
ピ
ー
と
前
記
早
大
「
図
書
館
紀
要
」
も
頂
戴
し
て
い
て
、
不
覚
に
も
雲
英
氏
の

平
成
十
八
年
十
月
に
奈
良
大
学
で
開
催
さ
れ
た
俳
文
学
会
で
の
研
究
発
表
、「『
本
哥
取

絵　

入�

百
人
一
句
』
を
め
ぐ
っ
て
」
を
全
く
失
念
し
て
い
て
、
尾

崎
千
佳
氏
か
ら
レ
ジ
メ
の
コ
ピ
ー
を
恵
与
さ
れ
、
内
容
の
殆
ど
が
図
書
館
紀
要
の
内
容
に
連
接
す
る
こ
と
を
知
っ
て
安
堵
し
て
い
る
処
で
も
あ

る
。
た
だ
し
「『
清
水
千
句
』
考
」
に
は
言
わ
ず
も
が
な
、
蛇
足
の
部
分
が
か
な
り
あ
る
。
そ
の
事
実
を
明
確
に
す
る
と
共
に
今
回
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
該
「
小
考
」
に
お
い
て
、
少
し
な
り
と
も
学
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
筆
を
執
る
次
第
で
あ
る
。

一　
『
本
哥
取

絵　

入�

百
人
一
句
』
の
連
衆

　

雲
英
氏
の
奈
良
大
学
で
の
発
表
は
、
レ
ジ
メ
に
よ
る
限
り
、
該
『
百
人
一
句
』
紹
介
・
検
証
に
始
ま
り
、『
清
水
千
句
』
の
連
衆
の
主
要
俳

書
に
お
け
る
入
集
状
況
、
寛
文
十
一
年
正
月
刊
の
『
蛙
井
集
』
巻
五
付
句
の
あ
と
に
付
さ
れ
る
跋
文
の
言
説
（
軽
口
を
童
戯
と
非
難
（
か
ら
、

清
勝
が
旧
派
の
立
場
を
持
し
、
自
派
結
束
の
た
め
の
『
清
水
千
句
』
刊
行
で
あ
り
『
本
哥
取
百
人
一
句
』
の
上
梓
で
あ
っ
た
主
張
さ
れ
た
よ
う

で
あ
り
、
そ
の
説
は
そ
の
ま
ま
前
記
「
翻
刻
・
影
印
『
本
哥
取

絵　

入�

百
人
一
句
』」
解
題
の
四
「
本
書
の
意
義
と
位
置
付
け
」
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

既
に
雲
英
氏
解
題
の
二
「
本
書
の
特
徴
」
が
記
す
通
り
、「
本
哥
（
百
人
一
首
（
の
詞
に
す
が
り
た
る
句
を
百
の
数
集
め
て
」（
序
（
句
作
す



『
本
哥
取

絵　

入

百
人
一
句
』
小
考

五
七

る
趣
向
は
清
勝
の
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
何
首
目
の
和
歌
を
誰
に
依
頼
す
る
か
は
当
然
清
勝
が
司
っ
た
は
ず
で
（
も
し
任
意
に
提

出
さ
せ
た
ら
大
混
乱
と
な
る
（、
こ
れ
が
百
人
と
も
な
れ
ば
そ
の
選
択
も
相
当
に
面
倒
と
な
る
。
依
頼
す
る
俳
人
の
世
間
的
評
価
も
勘
案
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
百
首
の
和
歌
に
つ
い
て
も
知
名
度
に
差
が
あ
る
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
作
句
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、

依
頼
す
る
方
も
か
な
り
神
経
を
使
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。

　

既
に
長
頭
丸
（
松
永
貞
徳
（
は
死
去
し
て
お
り
（
承
応
２
没
（、
貞
徳
の
高
弟
に
依
頼
す
る
か
自
身
で
代
作
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
『
百

人
一
首
』
で
著
名
な
歌
（
小
野
小
町
・
在
原
業
平
・
和
泉
式
部
等
々
（、
高
貴
な
身
分
の
方
（
陽
成
院
・
順
徳
院
・
祐
子
内
親
王
等
々
（、
更
に

は
俳
壇
の
宗
主
的
な
人
士
や
古
俳
（
梅
翁
・
玖
也
・
保
友
等
（
に
も
ど
の
和
歌
の
句
作
を
誰
に
依
頼
す
る
か
、
こ
れ
に
も
配
慮
を
要
し
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
て
如
上
に
関
す
る
考
察
の
余
裕
は
現
在
の
筆
者
に
は
な
く
、
そ
の
基
礎
と
と
な
る
よ
う
な
も
の
を
少
し
で
も
提
示
し
、
西
鶴
と

の
関
係
を
示
す
手
が
か
り
の
一
つ
に
も
な
れ
ば
と
考
え
て
、
今
稿
で
は
連
衆
の
実
態
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
で
き
た
ら
と
、
こ
の
「
小
考
」
を

試
み
る
次
第
で
あ
る
。

　

な
お
雲
英
氏
等
の
稿
は
百
人
の
構
成
を
、
京
二
名
、
大
阪
七
十
七
、
和
州
六
、
堺
三
、
尼
崎
二
、
三
田
二
、
備
中
二
、
河
内
・
平
野
・
桜

井
・
下
田
村
・
佐
橋
・
土
佐
各
一
名
と
さ
れ
る
が
、
作
者
の
居
住
地
を
明
示
す
る
所
を
基
本
と
し
、
そ
れ
以
外
は
大
坂
と
判
断
し
た
き
ら
い
が

な
い
で
も
な
い
。
今
稿
で
は
少
し
大
胆
に
推
測
し
て
み
る
。
な
お
、
以
下
で
は
便
宜
通
し
番
号
を
付
け
る
が
、
そ
の
（（
番
に
当
た
る
「
和
州　

舜
夕
」
は
「
受
夕
」、
解
題
の
三
「
入
集
者
に
つ
い
て
」（
４
頁
（
の
「
和
州
」
で
、「
夢
夕
」
も
「
受
夕
」、「
正
威
」
は
「
正
盛
」（
本
文
で
は

正
盛
（、
桜
井
一
名
の
「
金
成
」
は
、
該
当
者
が
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

入
集
者
一
覧

�

京�

１
京
鶏
冠
井
氏
令
徳�

２
京
長
頭
丸�

�
�

�

（
以
上
二
名
（

�

大
坂�

３
天
王
寺
道
寸�

４
松
山
氏
玖
也�

５
半
井
氏
一
六�

８
沢
村
氏
友
勝�

９
伊
勢
村
意
朔�

（（
井
口
氏
如
貞



五
八

�
�

（（
片
岡
氏
旨
如�

（（
源
長　

一
歩�

（（
伊
勢
村
重
安�

（0
加
藤
氏
勝
明�

（（
西
山
氏
梅
翁�

（（
藤
山
氏
友
之

�
�

（（
大
平
氏
伯
貞�

（4
喜
多
村
氏
立
以�

（（
古
河
氏
定
圃�

（（
大
坂
七
歳
き
さ
女�

（0
浅
沼
氏
賛
也�

（（
高
瀧
氏
以
仙

�
�

（（
牧
野
氏
一
得�

（（　
　
　

重
貞�

（4
大
坂
　
器
音�

（（
友
田
氏
常
朝�

（（
藤
原
氏
貞
因�

（（
高
木
氏
松
意

�
�

4（
山
田
氏
常
重�

4（
松
坂
氏
一
飛�

4（
大
坂　

龍
信�

4（
隅
田
氏
路
春�

（0
大
坂　

慶
閑�

（（
前
川
氏
由
平

�
�

（（
林
氏　

定
䡄�

（（
喜
多
田
氏
為
親�

（0
中
林
氏
宜
休�

（（
小
嶋
氏
良
賢�

（（
藤
原
氏
言
因�

（4
大
坂
　
悦
春

�
�

（（
若
林
氏
良
久�

（（
木
原
氏
喜
遐�

（0
井
田
氏
正
春�

（（
広
岡
氏
宗
信�

（（
藤
原
氏
貞
富�

（（
高
山
氏
三
昌

�
�

（（
佐
橋
吉
孝�

（（
藤
田
氏
不
三�

（0
豊
嶋
氏
当
黒�

（（
岩
橋
氏
豊
春�

（（
小
野
氏
松
緑�

（4
十
三
住
重
吉

�
�

（（
大
坂
季
延�
（（
桜
井　

重
成�

（（
高
岡
氏
成
林�

（（
北
峯
氏
正
甫�

（（
西
田
氏
久
任�

（（
大
坂　

初
知

�
�

（（
山
口
氏
き
は
女�
（（
山
口
氏
清
勝�

（（
林
氏
定
親�

（00
梶
山
氏
保
友�

�

（
以
上
（（
名
（

�

大
和�

（0　
　
　

正
辰�

（（
和
州　

信
昌�

（（
下
田
村
葦
葉�

（（
和
州　

自
延�

（（　
　
　

正
広�

（4
和
州
片
岡
清
貞

�
�

（（
和
州　

雪
正�

（（
和
州　

受
夕�

（（
和
州
今
西
氏
正
盛��

�

（
以
上
９
名
（

�

三
田�

６　

光
重
母�

７　
　

重
友
妻�
（4
三
田
中
村
氏
女�

（（　
　
　

貞
順�

（（　
　
　

重
友�

40　
　
　

岌
導

�
�

（4　
　

了
祐�

（（
三
田
中
村
氏
重
香�
（（　
　
　

信
方�

（（　
　
　

光
重�

（（　
　
　

幽
歩�

（
以
上
（（
名
（�

�

堺�

（（
堺　

長
治�

（（
堺
阿
知
子
顕
成�

（4
堺
池
嶋
氏
成
之�

�
�

（
以
上
３
名
（

�

備
中�

（（
備
中
住
信
盛
母�

（（
吉
岡
氏
信
方�

（（
備
中　

信
元�

�
�

（
以
上
３
名
（

�

尼
崎�

（（
尼
崎
衣
笠
氏
宗
政�

4（
尼
崎
衣
笠
氏
友
保��

�
�

（
以
上
２
名
（

�

河
内�

4（
河
州
三
田
氏
浄
久
（
１
名
（�

平
野　

44
平
野
勝
政
（
１
名
（�

土
佐　

（（
土
佐
円
満
寺
皆
虚
（
１
名
（

�

留
保�

（（　
　

忠
政�

（（
和
田
氏
振
女�

4（　
　

吉
次�

4（
出
来
氏
昌
信�

（（
西
川
氏
旨
流�

（（
沢
山
氏
久
明

�
�

（（　
　

吉
次
妻�

（（　
　

音
雪�

（0
光
禅
寺
秀
金�

�
�

（
以
上
９
名
（



『
本
哥
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入

百
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句
』
小
考

五
九

　
　

注
記　

�

大
坂
に
出
す
（4
の
重
吉
は
「
十
三
住
」
と
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
清
勝
撰
の
『
蛙
井
集
』
の
句
引
で
は
「
摂
津
国　

十
三　

重
吉
」

と
同
一
人
と
判
断
し
て
い
る
。
大
坂
と
は
区
別
し
て
い
る
が
、
あ
え
て
大
坂
に
入
れ
て
お
い
た
。
ま
た
（（
の
佐
橋
吉
孝
を
雲
英
氏

稿
で
は
解
題
の
三
「
入
集
者
に
つ
い
て
」
で
は
「
佐
橋　

１
名　

吉
孝
」
と
さ
れ
る
。
筆
者
の
受
け
る
感
じ
で
は
「
佐
橋
」
を
地

名
と
判
断
さ
れ
、
多
分
大
和
の
在
所
名
と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
が
、
管
見
の
範
囲
大
和
で
は
見
い
だ
せ

な
い
。
寛
文
五
年
八
月
刊
、
野
々
口
立
圃
撰
の
『
小
町
踊
』
で
は
「
佐
橋
／
吉
孝
」
で
八
句
入
集
し
て
い
る
が
、
該
書
に
は
句
引

が
な
く
居
住
地
は
分
か
ら
な
い
。『
小
町
踊
』
各
掲
載
句
の
作
者
名
右
上
に
姓
名
ま
た
は
居
住
地
を
混
合
し
て
掲
出
し
て
お
り
判

別
は
困
難
で
あ
る
。
筆
者
は
、
寛
文
三
年
三
月
刊
の
成
安
撰
『
埋
草
』
の
句
引
が
「
摂
津
／
住
吉
住
／
吉
孝
」
と
す
る
の
を
勘
案

し
て
、
便
宜
、「
大
坂
」
に
配
し
て
お
く
。

　

ま
ず
、
留
保
し
た
の
が
九
名
。
全
体
の
一
割
近
く
に
達
す
る
。
4（
の
吉
次
、
（（
の
吉
次
妻
で
あ
る
が
、
同
一
書
に
入
集
す
る
以
上
は
当
然
夫

妻
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
吉
次
を
号
す
る
俳
人
は
非
常
に
多
く
、
雲
英
末
雄
氏
監
修
の
『
元
禄
時
代
俳
人
大
観
』（
全
三
巻
・
八
木
書
店
刊
（

の
第
三
巻
に
付
さ
れ
る
今
栄
蔵
氏
著
の
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』
を
も
索
引
化
し
た
、
そ
の
両
索
引
に
よ
れ
ば
、
該
号
は
ゆ
う
に
八
十
を
超
え

る
。
西
鶴
に
関
し
て
で
も
『
生
玉
万
句
』
に
種
村
吉
次
、『
独
吟
一
日
千
句
』
の
追
善
発
句
に
豊
田
吉
次
、
延
宝
四
年
刊
の
『
大
坂
歳
旦
』
引

付
に
友
田
吉
次
・
矢
住
吉
次
と
い
て
、
そ
の
特
定
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
付
言
し
て
お
く
と
今
般
公
刊
さ
れ
た
『
元
禄
俳
人
大
観
』
に
付

さ
れ
た
、
今
氏
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』
を
含
め
て
の
索
引
化
は
大
変
便
利
で
、
こ
れ
で
近
世
前
期
の
俳
諧
の
ほ
ぼ
全
貌
が
居
な
が
ら
に
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
稿
も
そ
の
学
恩
に
与
っ
て
お
り
、
雲
英
氏
並
び
に
編
者
の
佐
藤
勝
明
・
伊
藤
善
隆
・
金
子
俊
之
の
各
氏
に
深
謝

す
る
次
第
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
同
じ
撰
集
で
夫
妻
と
も
に
入
集
す
る
俳
書
は
な
い
か
と
注
意
す
る
と
、
延
宝
元
年
刊
、
渡
邉
友
意
撰
の
『
旅
衣
』
に
、「
尾
張
国
名

古
屋
」
に
「
柿
沼
氏
／
吉
次　

二
」「
柿
沼
氏
／
吉
次
妻　

一
」
を
見
い
だ
せ
た
。
し
か
し
名
古
屋
は
離
れ
す
ぎ
て
お
り
、
前
掲
「『
蛙
井
集
』
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で
も
尾
張
か
ら
の
入
集
者
は
い
ず
、
む
し
ろ
清
勝
の
勢
力
範
囲
は
大
坂
以
西
が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
ら
ば
と
摂
・
河
・
泉
に
絞
っ
て
み
て
も

入
集
俳
書
は
二
十
に
達
し
、
吉
次
を
号
す
る
者
は
和
泉
堺
が
九
、
大
坂
の
三
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
し
か
も
前
記
西
鶴
関
係
で
提
示
し
た
名
前
と
重

複
す
る
者
も
い
な
い
の
で
、
特
定
は
無
理
と
判
断
し
た
。

　

以
下
は
で
き
る
限
り
簡
略
を
期
す
。
（（
・
（（
・
（0
の
西
川
氏
旨
流
・
音
雪
・
秀
金
は
現
在
の
処
全
く
手
が
か
り
な
し
。
秀
金
は
「
光
禅
寺
」

が
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
調
査
に
及
ん
で
い
な
い
。
（（
の
振
女
は
わ
ず
か
に
『
越
路
草
』（
延
宝
５
～
６
刊
（
に
「
福
居
住
／
□
□

安
十
女
／
振
女　

一
」
を
見
出
す
も
の
の
別
人
と
判
断
。
（（
の
忠
政
は
京
・
大
和
・
河
内
・
大
坂
・
和
泉
に
分
散
し
て
特
定
で
き
る
に
足
る
資

料
を
持
た
な
い
。
4（
の
出
来
氏
昌
信
も
八
例
見
出
せ
る
が
美
濃
の
国
が
三
例
と
多
く
（
う
ち
赤
坂
・
谷
氏
が
二
例
（、
清
勝
と
の
縁
は
つ
け
が

た
い
。
残
る
は
（（
の
沢
山
氏
久
明
だ
け
と
な
る
が
、
久
明
は
『
桜
川
』（
延
宝
２
成
、
松
山
玖
也
・
内
藤
風
虎
撰
（
に
「
岩
城
住
／
穂
高
／
久

明
」
で
二
十
七
句
の
入
集
を
は
た
し
、『
六
百
番
誹
諧
発
句
合
』（
延
宝
５
・
（（
刊
（
に
出
座
し
て�

相
応
の
実
力
を
評
価
さ
れ
て
い
る
久
明
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
当
人
な
ら
何
ら
か
の
所
付
や
肩
書
が
付
さ
れ
た
は
ず
で
、
躊
躇
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

��

次
に
大
坂
か
ら
の
入
集
者
で
ゴ
チ
ッ
ク
を
施
し
て
あ
る
の
は
『
哥
仙�

大　

坂

俳
諧
師

』（
以
下
『
哥
仙
大
坂
』
と
略
記
（
再
撰
本
の
入
集
者
で
あ
る
。
上

記
を
含
め
て
大
坂
か
ら
の
入
集
者
に
つ
い
て
は
特
別
な
例
を
除
い
て
贅
言
を
控
え
る
。
念
の
た
め
記
す
と
、
（（
の
初
知
（
中
堀
氏
（
は
初
撰
本

に
は
入
っ
て
い
て
再
撰
本
の
段
階
で
除
外
さ
れ
、
逆
に
（（
の
清
勝
は
初
撰
本
で
は
入
集
せ
ず
、
再
撰
本
の
時
に
入
集
し
た
人
で
あ
る
（
野
間
光

辰
氏
「
大
坂
歌
仙
の
初
撰
本
を
め
ぐ
っ
て
」、『
西
鶴
新
新
攷
』、
岩
波
書
店
・
昭
和
（（
に
詳
し
い
（。
ま
た
、
４
松
山
玖
也
、
９
伊
勢
村
意
朔
、

（（
井
口
如
貞
、
（（
伊
勢
村
重
安
、
（（
西
山
梅
翁
、
（（
大
平
伯
貞
、
（4
喜
多
村
立
以
、
（（
高
瀧
以
仙
、
（（
牧
野
一
得
（
斎
田
氏
で
出
る
（、
（（
友

田
常
朝
、
（（
藤
原
貞
因
、
（（
高
木
松
意
、
4（
隅
田
路
春
、
（（
前
川
由
平
、
（（
喜
多
田
為
親
、
（0
中
林
宜
久
、
（（
小
嶋
良
賢
、
（（
若
林
良
久
、
（0

井
田
正
春
、
（（
広
岡
宗
信
、
（（
藤
原
貞
富
、
（（
岩
橋
豊
春
、
（（
小
野
松
緑
、
（4
十
三
住
重
吉
、
（（
大
坂
季
延
、
（（
山
口
き
は
女
、
（（
林
定
親
、

（00
梶
山
保
友
。

　

以
上
で
二
十
八
名
と
な
る
が
、
彼
等
は
清
勝
の
処
女
撰
著
『
蛙
井
集
』（
寛
文
（（
・
１
刊
（
に
入
集
し
て
い
る
大
坂
俳
人
で
あ
る
。
そ
の
数
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は
大
坂
入
集
者
の
ほ
ぼ
半
数
に
達
す
る
。
大
坂
以
外
か
ら
も
大
和
の
（（
信
昌
、
（（
葦
葉
、
（4
清
定
、
（（
の
受
夕
、
（（
正
盛
が
入
集
、
尼
崎
か
ら

（（
の
宗
政
、
4（
友
保
も
入
っ
て
い
た
。
な
お
巻
頭
京
で
去
御
方
に
続
い
て
長
頭
丸
（
松
永
貞
徳
（
で
は
な
く
鶏
冠
井
令
徳
が
座
る
の
は
、
令
徳

が
清
勝
の
最
初
の
師
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
（
野
間
光
辰
氏
定
本
西
鶴
全
集
（（
上
（。

　

更
に
つ
け
く
わ
え
る
と
、
西
鶴
が
『
生
玉
万
句
』
の
興
行
に
大
成
功
を
収
め
た
（
寛
文
（（
年
２
月
（（
日
か
ら
（（
日
間
（
直
後
に
清
勝
が
一
日

で
興
行
し
た
『
清
水
千
句
』（
寛
文
（（
・
８
刊
（
に
も
大
坂
か
ら
、
（（
の
友
田
常
清
、
（（
の
藤
原
貞
因
、
4（
山
田
常
重
、
4（
隅
田
路
春
、
（（
木

原
喜
遐
、
（（
藤
原
貞
富
、
（（
岩
橋
豊
春
、
（（
小
野
松
緑
、
そ
し
て
（4
の
十
三
住
重
吉
も
参
加
。
尼
崎
か
ら
4（
衣
笠
友
保
も
出
座
し
て
い
た
。

　

な
お
既
に
雲
英
氏
の
指
摘
す
る
処
だ
が
、
該
『
本
哥
取
百
人
一
句
』
が
刊
行
さ
れ
た
延
宝
三
年
の
歳
旦
帳
、『
俳
諧
三
ツ
物
揃
』
に
清
勝
も

歳
旦
帳
を
掲
載
、
そ
の
中
に
は
清
勝
―
友
保
―
路
春
の
三
物
（
３
組
９
句
、
そ
れ
ぞ
れ
（（
・
4（
・
4（
番
（、
元
日
発
句
に
は
キ
ハ
女
（
（（
の
山

口
氏
き
は
女
（・
七
才
女
・
常
重
（
4（
番
（・
正
春
（
（0
番
（
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
七
才
女
は
清
勝
の
娘
、
寛
文
十
二
年
刊
の
桑
折
宗
臣
撰
の

『
大
海
集
』
句
引
に
よ
る
と
、
き
は
女
は
清
勝
の
妹
に
当
た
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
を
概
括
す
る
と
、
寛
文
末
か
ら
延
宝
初
年
に
お
け
る
山
口
清
勝
は
、
一
定
の
教
養
に
恵
ま
れ
た
家
族
と
親
し
い
同
輩
と
弟
子
に
恵
ま

れ
、
大
坂
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
五
畿
内
を
は
じ
め
、
北
陸
の
金
沢
や
大
阪
以
西
の
諸
国
（
土
佐
・
豊
後
等
（
に
ま
で
も
一
定
の
影
響
力
を
持

つ
俳
諧
師
と
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
摂
津
の
国
三
田
に
注
目
し
て
み
た
い
。
三
田
（
現
兵
庫
県
三
田
市
（
は
清
勝
の
撰
集
等
で
『
本
哥
取
百
人
一
句
』
に
初
め

て
登
場
す
す
る
近
郊
地
帯
で
あ
る
。
参
照
す
る
資
料
は
延
宝
六
年
孟
春
刊
、
生
白
堂
行
風
撰
の
『
有
馬
名
所
鑑
』（
目
録
題
は
『
有
馬
大
鑑
迎

湯
抄
』（。
行
風
は
大
坂
の
人
、
狂
歌
で
広
く
知
ら
れ
、
俳
諧
で
は
松
江
重
頼
系
と
言
わ
れ
（
俳
文
学
大
辞
典
（、
西
鶴
の
『
歌
仙
大
坂
』
に
も

撰
ば
れ
て
い
る
。
三
田
は
『
有
馬
名
所
鑑
』
で
は
「
三
田
庄　
有
馬
郡
」
で
「
作
者
之
目
録
」
に
は
出
る
。
そ
の
三
田
庄
で
最
も
名
を
馳
せ
る

の
が
重
香
（
中
村
氏
（
で
、
俳
諧
で
は
「
玉
海
集
」（
明
暦
２
刊
、
一
囊
軒
貞
室
撰
（
に
発
句
六
・
付
句
四
が
入
集
す
る
の
が
初
見
。『
元
禄
大

観
』
の
索
引
に
よ
る
と
、
俳
書
へ
の
入
集
は
十
一
集
に
及
ぶ
。
狂
歌
で
は
『
後
撰
夷
曲
集
』（
寛
文
（（
刊
（
に
三
首
、『
銀
葉
夷
歌
集
』（
延
宝



六
二

７
刊
（
に
十
九
首
、『
有
馬
名
所
鑑
』
の
「
作
者
之
目
録
」
で
は
狂
歌
七
十
七
首
・
発
句
三
十
五
と
「
三
田
庄
」
で
は
狂
歌
・
発
句
と
も
と
び

ぬ
け
て
多
く
（
も
っ
と
も
筆
者
の
確
認
で
は
狂
歌
（（
、
発
句
（0
（、
狂
歌
的
な
素
養
を
必
要
と
す
る
『
本
哥
取
百
人
一
句
』
に
お
い
て
は
、
ふ

さ
わ
し
い
人
物
だ
っ
た
。

　

そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
。
と
こ
ろ
が
40
の
岌
導
に
な
る
と
俳
諧
関
係
で
は
全
く
手
が
か
り
を
得
な
い
の
が
、「
三
田
庄
」
で
は
、
狂
歌
は
零
な

が
ら
発
句
「
二
句
」
と
出
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
だ
け
実
例
を
示
す
。

平
兼
盛
哥　
　

し
な
ふ
れ
と
い
ろ
に
出
女
よ
馬
鹿
を
と
り　
　

岌
導　
（
本
哥
取
百
人
一
句　

40
（

ひ
の
ゝ
ま
く
は
瓜
屋
の
客
の
と
め
湯
哉　
　

岌
導　
（
有
馬
名
所
鑑　

巻
二　

二
之
湯　

瓜
屋
（

地
こ
く
谷
に
見
る
目
か
く
花
の
盛
哉　
　
　

岌
導　
（
有
馬
名
所
鑑　

巻
三　

地
獄
谷
（

　

そ
う
い
う
目
で
み
て
ゆ
く
と
『
本
哥
取
百
人
一
句
』
に
は
（（
と
（（
に
「
信
方
」
が
二
箇
所
出
る
が
、
そ
の
う
ち
後
者
の
吉
岡
信
方
に
つ
い
て

は
該
書
（（
の
、『
崑
山
集
』（
慶
安
４
刊
（
に
発
句
三
十
二
、『
大
海
集
』（
寛
文
（（
刊
（
に
発
句
九
十
五
、『
続
連
珠
』（
延
宝
４
刊
（
に
発
句
二

一
七
を
入
集
し
て
我
々
を
驚
か
せ
、
か
つ
該
書
で
は
巻
軸
の
前
を
担
当
し
て
注
目
さ
れ
る
備
中
新
賀
の
吉
岡
信
元
と
一
族
か
縁
戚
関
係
に
あ
る

人
物
と
考
え
て
間
違
い
な
い
の
だ
が
、
も
う
一
方
の
信
方
と
は
な
か
な
か
出
会
え
ず
、「
三
田
庄
」
の
「
田
中
氏
／
信
方　

二
首
」
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
逐
次
の
検
証
を
す
る
余
裕
は
現
在
な
く
、
（4
の
了
祐
も
『
続
連
珠
』
の
「
越
前
／
森
田
浄
因
寺
／
了
祐　

七
」
よ
り
も
、「
三

田
庄
／
釈
／
了
祐　

一
首
・
三
句
」
を
採
る
べ
き
と
考
え
る
。
（（
の
幽
歩
は
『
元
禄
大
観
』
の
索
引
が
『
続
山
井
』（
寛
文
７
刊
、
湖
春
撰
（

の
「
三
田
／
幽
歩
」
し
か
出
さ
な
い
の
で
、
こ
れ
も
三
田
と
決
め
て
大
丈
夫
だ
ろ
う
。
念
の
た
め
『
有
馬
名
所
鑑
』
の
「
三
田
庄
」
に
即
く

と
、
狂
歌
四
首
と
発
句
一
が
確
認
で
き
る
。
（（
の
貞
順
に
つ
い
て
は
俳
諧
で
の
索
引
に
は
七
集
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
『
点
滴

集
』
に
「
摂
津
国
／
大
坂
三
田
／
貞
順
」
と
あ
る
。「
大
坂
三
田
」
は
大
坂
住
の
三
田
氏
、
あ
る
い
は
大
坂
の
三
田
と
い
う
土
地
と
も
解
さ
れ

る
。
そ
こ
で
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
の
（（
に
収
録
さ
れ
る
影
印
で
確
か
め
る
と
、「
三
田
／
貞
順
」
で
あ
っ
た
（『
有
馬
名
所
鑑
』
に
は
入
集
し

て
い
な
い
（。
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最
後
に
６
の
光
重
母
と
７
の
重
友
妻
並
び
に
（（
の
重
友
、
（（
の
光
重
で
あ
る
。
先
に
吉
次
の
所
で
も
触
れ
た
が
、
光
重
・
重
友
共
に
俳
諧
の

索
引
で
は
掲
出
数
が
頗
る
多
く
、
か
つ
地
域
も
分
散
し
て
い
る
。
し
か
も
両
人
と
も
と
も
夫
妻
で
出
る
撰
集
は
皆
無
。
光
重
は
大
坂
で
は
一
例

だ
け
で
（
も
っ
と
も
京
・
但
馬
等
近
郊
は
多
い
（、
重
友
は
大
坂
に
六
例
と
多
く
、
か
つ
『
蛙
井
集
』
に
「
大
坂
／
蕗
氏
／
重
友
」
が
あ
る
。

そ
の
代
わ
り
「
三
田
／
重
友
」
が
『
続
山
井
』
に
一
句
、『
続
連
珠
』
に
一
句
あ
っ
た
。

　

な
ら
ば
「
三
田
庄
」
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
光
重
は
山
添
氏
、
狂
歌
二
十
二
首
、
発
句
十
一
句
。
対
す
る
に
重
友
は
福
井

氏
、
狂
歌
十
三
首
、
発
句
二
十
二
句
と
記
さ
れ
て
い
る
。
重
香
に
は
及
ぶ
べ
く
も
な
い
が
二
人
が
二
・
三
位
を
占
め
る
。
た
だ
し
「
作
者
之
目

録
」
に
は
「
光
重
母
」「
重
友
妻
」
は
出
な
い
。
根
拠
薄
弱
か
も
し
れ
な
い
が
光
重
、
重
友
の
占
め
る
地
位
、
他
に
連
衆
が
多
く
参
与
し
て
い

る
可
能
性
の
高
い
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
て
、
一
応
三
田
に
措
定
し
て
お
く
。
残
る
は
（4
中
村
氏
女
で
あ
る
が
、
雲
英
氏
は
重
香
の
娘
と
判
断
し

て
三
田
に
配
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
正
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
因
み
に
、「
三
田
庄
」
に
載
る
限
り
に
お
い
て
も
中
村
氏
は
三
名
い
る
。
重

香
・
重
貞
・
重
義
に
中
村
姓
が
付
い
て
い
る
。「
三
田
庄
」
に
録
さ
れ
る
人
数
は
十
四
名
で
あ
る
が
中
村
氏
女
は
入
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
可

能
性
と
し
て
は
や
は
り
重
香
の
娘
が
高
い
だ
ろ
う
。
穏
当
な
判
断
だ
と
考
え
る
。
い
ま
一
つ
弁
明
し
て
お
く
と
、
（（
の
重
貞
を
筆
者
は
大
坂
に

配
し
た
が
、
実
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
三
田
に
も
中
村
重
貞
が
い
る
。
重
貞
は
『
蛙
井
集
』
に
も
「
大
坂
／
重
貞
」
で
入
集
、『
落
花
集
』

『
難
波
草
』（
共
に
大
坂
（
に
も
入
集
す
る
の
で
大
坂
に
配
し
た
。
因
み
に
「
三
田
庄
」
の
重
貞
は
狂
歌
三
首
、
発
句
十
二
句
で
あ
る
。
該
重
貞

も
三
田
の
可
能
性
な
い
こ
と
も
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

い
ま
一
つ
、
筆
者
が
以
前
か
ら
気
に
な
り
な
が
ら
依
然
と
し
て
未
解
決
の
課
題
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
該
『
百
人
一
句
』
で
も
巻
軸
の
前

（
（（
（
と
鄭
重
に
遇
さ
れ
て
い
る
備
中
の
吉
岡
信
元
の
こ
と
。
信
元
は
前
述
『
崑
山
集
』
以
降
、
一
地
方
俳
人
で
あ
り
な
が
ら
破
格
の
厚
遇
を

受
け
て
多
く
の
俳
書
に
入
集
を
果
た
し
、『
生
玉
万
句
』
に
も
孫
（
祝
賀
発
句
（
と
共
に
入
集
を
見
せ
、『
大
海
集
』『
千
宜
理
記
』
な
ど
に
も

「
信
盛
母
」
と
共
に
入
集
し
て
い
る
。
筆
者
は
信
元
の
出
自
は
武
士
、
大
坂
の
陣
で
は
豊
臣
方
と
し
て
の
出
陣
、
在
京
時
代
を
想
定
し
、
未
解

決
の
ま
ま
い
た
ず
ら
に
時
間
を
空
費
し
て
い
る
。
備
中
で
は
在
田
軒
を
号
し
郷
土
史
に
も
関
わ
っ
た
よ
う
で
、
現
在
岡
山
県
笠
間
市
在
住
の
高
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木
浩
朗
氏
を
中
心
に
郷
土
史
研
究
会
が
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
る
。『
大
海
集
』
で
は
「
備
中
国　

新
賀
村
住
」
で
吉
岡
信
元
（
（（
句
入
集
（・

信
元
娘
満
子
・
信
盛
母
・
信
盛
・
信
章
が
入
集
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
血
縁
か
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
も
し
ご
存
じ
の
方
あ

れ
ば
、
是
非
教
示
を
お
願
い
す
る
。

　

さ
て
、「
三
田
庄
」
の
人
々
は
狂
歌
に
携
わ
る
人
士
が
多
く
、
作
品
が
『
有
馬
名
所
鑑
』
で
あ
る
こ
と
も
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

狂
歌
も
俳
諧
を
も
嗜
む
教
養
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
感
得
さ
れ
る
。『
蛙
井
集
』
や
『
清
水
千
句
』
に
は
全
く
参
与
し
て
い
ず
、
そ
の
意
味
で
は

清
勝
の
『
本
哥
取
百
人
一
句
』
の
企
画
に
は
ふ
さ
わ
し
い
文
化
圏
で
あ
っ
た
。
多
分
清
勝
か
ら
重
香
を
通
し
て
の
働
き
か
け
に
よ
る
集
団
参
加

だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
清
勝
の
市
場
開
拓
、
自
派
結
束
の
た
め
の
策
と
考
え
る
か
、
百
名
と
い
う
大
量
の
企
画
に
ふ
さ
わ
し
い
人

士
を
集
め
か
ね
て
の
窮
余
の
策
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
今
は
問
わ
な
い
。
と
も
か
く
企
画
は
成
就
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
俳
書
は
刊
行
さ
れ
た

が
、
伝
本
の
残
存
状
況
か
ら
、
こ
の
企
画
が
必
ず
し
も
大
成
功
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

二　

清
勝
と
西
鶴

　

最
後
に
雲
英
氏
が
強
調
さ
れ
た
、
清
勝
の
西
鶴
へ
の
応
対
の
仕
方
で
あ
る
。
前
節
「
入
集
者
一
覧
」
の
「
大
坂
」
で�

記
し
た
よ
う
に
、
ゴ

チ
ッ
ク
で
示
す
の
が
『
哥
仙
大
坂
』
再
撰
本
へ
の
入
集
者
で
あ
る
。
合
計
二
十
一
名
。
一
覧
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
当
地
大
坂
を
代
表
す
る
俳
諧
師

が
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
ま
ず
、『
哥
仙
大
坂
』
に
入
集
し
な
が
ら
『
本
哥
取
百
人
一
句
』
に
採
録
さ

れ
な
か
っ
た
俳
人
を
列
挙
し
て
み
る
。

空
存　
　

鶴
永　
　

秋
月　
　

方
女　
　

遠
舟　
　

不
琢　
　

酔
鶯　
　

素
玄　
　

忠
由　
　

宗
久　
　

ゑ
い
し
ゅ
ん　
　

行
風

休
安　
　

無
睦　
　

休
甫
（
座
順
に
従
っ
た
（

　

以
上
十
五
名
。
右
の
う
ち
巻
頭
と
巻
軸
に
座
る
花
畠
坊
空
存
と
津
田
休
甫
は
大
坂
俳
壇
の
最
古
老
で
既
に
物
故
者
、
片
山
秋
月
と
蔭
山
無
睦



『
本
哥
取

絵　

入

百
人
一
句
』
小
考

六
五

も
古
老
で
特
に
無
睦
は
残
る
句
作
が
少
な
い
。
八
木
宗
久
は
平
野
の
富
裕
町
人
で
む
し
ろ
連
歌
の
世
界
で
の
著
名
人
、
生
白
庵
（
堂
（
行
風
は

狂
歌
の
方
が
主
で
あ
っ
た
（『
本
哥
取
百
人
一
句
』
は
狂
歌
的
セ
ン
ス
も
尊
重
さ
れ
る
が
（。

　

あ
れ
こ
れ
勘
案
す
る
と
、
筆
者
が
首
を
か
し
げ
る
の
は
、
井
原
鶴
永
（
延
宝
２
年
の
歳
旦
吟
か
ら
西
鶴
と
改
号
（、
和
気
遠
舟
・
藤
田
不
琢
・

中
林
素
玄
・
谷
忠
由
く
ら
い
で
あ
る
。
な
か
で
も
『
生
玉
万
句
』
の
興
行
に
成
功
し
、
初
め
て
大
坂
で
三
十
六
人
を
撰
ぶ
『
哥
仙�

大　

坂

俳
諧
師

』
の
撰

者
と
な
っ
た
鶴
永
に
依
頼
し
な
か
っ
た
の
に
は
（
清
勝
は
『
生
玉
万
句
』
巻
頭
の
第
三
句
目
を
務
め
て
い
る
（、
何
か
特
別
な
事
情
が
あ
っ
た

と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
思
い
当
た
る
の
は
『
哥
仙
大
坂
』
再
撰
本
刊
行
の
一
ヶ
月
前
に
発
刊
さ
れ
た
初
撰
本
『
俳
諧
歌
仙
画
図
』
で
は
採
録

さ
れ
て
い
ず
、
再
撰
本
に
よ
っ
て
復
活
し
た
こ
と
を
根
に
持
っ
た
こ
と
、
同
じ
こ
と
は
和
気
遠
舟
に
も
あ
て
は
ま
り
（
遠
舟
も
初
撰
本
に
は

入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（、
清
勝
が
『
生
玉
万
句
』
が
初
見
の
遠
舟
と
同
列
に
扱
わ
れ
た
こ
と
へ
の
不
満
、
腹
い
せ
に
除
い

た
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
（
以
上
に
つ
い
て
の
事
実
関
係
は
野
間
光
辰
氏
前
掲
「
大
坂
歌
仙
の
初
撰
本
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
（。
い
ま
そ
の
事

情
を
明
確
に
示
し
得
な
い
が
、
清
勝
が
『
本
哥
取
百
人
一
句
』
で
西
鶴
を
除
外
し
た
の
に
は
、
大
坂
俳
壇
の
趨
勢
を
み
る
か
ぎ
り
、
き
わ
め
て

不
自
然
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
感
情
的
軋
轢
が
あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

　

い
ま
こ
れ
を
西
鶴
サ
イ
ド
か
ら
見
る
と
ど
う
な
る
か
。
周
知
の
通
り
、
清
勝
が
該
書
を
刊
行
し
た
延
宝
三
年
春
月
を
三
月
と
す
る
と
、
そ
の

翌
月
の
四
月
に
は
、
三
日
に
三
人
の
子
供
を
遺
し
て
西
鶴
の
妻
が
死
去
す
る
。
西
鶴
は
同
月
八
日
に
亡
妻
追
善
の
た
め
に
『
独
吟
一
日
千
句
』

を
営
み
、
一
〇
五
名
に
及
ぶ
大
坂
俳
人
（
近
郊
者
を
含
む
（
の
追
善
発
句
を
付
し
て
刊
行
し
た
。
追
善
句
に
は
師
西
山
梅
翁
を
巻
頭
に
、
松
山

玖
也
・
梶
山
保
友
等
大
坂
俳
壇
の
重
鎮
を
始
め
と
し
て
、
大
坂
と
関
わ
る
殆
ど
の
俳
人
が
名
を
連
ね
る
が
、
清
勝
の
句
は
見
あ
た
ら
な
い
。
翌

延
宝
四
年
正
月
に
は
『
誹諧�

大
坂
歳
旦
発
句
三
物

』
と
題
し
て
三
物
九
組
（
（（
句
（、
引
付
三
五
〇
句
に
及
ぶ
厖
大
な
歳
旦
帳
を
本
屋
安
兵
衛
か
ら
刊
行

す
る
が
、
該
歳
旦
帳
に
も
清
勝
の
名
は
見
い
だ
せ
な
い
。

　

西
鶴
の
編
著
に
清
勝
が
復
活
す
る
の
は
延
宝
四
年
十
月
刊
の
『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
か
ら
で
、
全
二
四
六
句
中
の
二
〇
六
番
目
に
「
大
坂　

山
口
清
勝　

花
に
酌
や
今
一
し
ほ
の
色
上
戸　

清
勝
」
が
採
録
さ
れ
る
。
以
後
、
延
宝
八
年
四
月
興
行
の
『
西
鶴
大
矢
数
』（
４
千
句
独
吟
（
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に
は
役
人
の
う
ち
の
「
脇
座
」
を
務
め
、
新
大
坂
歌
仙
に
相
当
す
る
『
山
海
集
』（
延
宝
９
・
３
刊
（、『
百
人
一
句
難
波
色
紙
』（
天
和
２
・
４

刊
（
と
続
き
、
三
都
か
ら
三
十
六
人
を
撰
ぶ
『
三
ケ
津
』（
天
和
２
・
４
刊
（、
諸
国
か
ら
六
十
六
人
を
撰
ぶ
『
高
名
集
』（
天
和
２
・
４
刊
（

に
は
入
集
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
西
鶴
が
『
本
哥
取
百
人
一
句
』
か
ら
外
さ
れ
た
延
宝
三
年
春
月
か
ら
約
一
年
半
は
、
感
情
の
も
つ
れ
が
二
人
の
間
に

あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
し
か
し
『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
以
降
は
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
編
著
に
は
顔
を
出
す
よ
う
に
な
り
、『
西
鶴
大
矢
数
』

の
興
行
で
は
脇
座
に
座
り
、
翌
九
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
該
書
跋
文
の
、「
惣
而
此
道
さ
か
ん
に
な
り
、
東
西
南
北
に
弘
る
事
、
自
由
に
も
と

つ
く
俳
諧
の
姿
を
、
我
仕
は
じ
め
し
已
来
也
。
世
上
に
隠
れ
も
な
き
事
、
今
又
申
も
愚
也
云
々
」
の
自
身
た
っ
ぷ
り
と
い
う
か
、
自
慢
た
ら
し

い
長
口
上
を
読
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
清
勝
が
西
鶴
と
連
句
の
席
に
同
座
し
た
こ
と
は
『
生
玉
万
句
』
を
除
く
と
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
清
勝
が
西
鶴
と
俳
席
で
話

に
花
を
咲
か
せ
る
体
験
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、
索
引
に
よ
る
限
り
、
連
句
の
会
出
座
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
雲
英

氏
等
の
学
恩
に
よ
る
の
だ
が
、『
元
禄
時
代
俳
人
大
観
』
に
付
さ
れ
る
今
氏
著
の
『
大
観
』
を
含
め
る
索
引
に
よ
る
と
、
延
宝
期
を
過
ぎ
て
か

ら
の
清
勝
の
俳
諧
活
動
は
極
端
に
少
な
く
な
る
。
現
在
貞
享
に
入
っ
て
か
ら
の
清
勝
の
活
動
は
歳
旦
帳
に
二
例
を
見
る
だ
け
で
あ
る
。
一
は

『
貞
享
三
年
歳
旦
帳
』
の
「
重
栄
歳
旦
帳
」
で
「
重
栄
―
政
賴
―
清
勝
」
の
三
物
、
二
は
同
年
の
「
清
勝
歳
旦
帳
」
で
「
清
勝
―
き
さ
女
―
沙

門
／
来
真
」
の
三
物
を
最
後
に
そ
の
名
を
見
出
せ
な
く
な
る
。
逆
に
言
う
と
山
口
自
足
子
清
勝
の
歳
旦
吟
詠
は
多
く
、
清
勝
は
ご
く
限
ら
れ

た
、
親
し
く
、
気
心
の
知
れ
た
特
定
グ
ル
ー
プ
内
で
の
心
の
通
い
を
重
視
し
、
そ
の
意
味
で
は
西
鶴
の
あ
く
ま
で
外
に
視
界
を
拡
げ
て
い
く
外

交
的
な
俳
諧
活
動
と
は
質
を
異
に
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
蛙
井
集
』
や
本
『
本
哥
取
百
人
一
句
』
は
そ
の
中
で
異
色
の
編
著
で
あ
っ

た
と
称
し
て
よ
く
、
彼
の
資
質
の
一
部
は
『
蛙
井
集
』
の
序
文
や
跋
文
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
西
鶴
と
は
対
照
的
な
人
柄
の
持
ち

主
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

清
勝
の
没
年
が
未
詳
の
今
、
断
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
延
宝
を
過
ぎ
て
か
ら
の
清
勝
は
、
殆
ど
斯
界
か
ら
姿
を
け
し
て
ゆ
く
。
清
勝



『
本
哥
取

絵　

入

百
人
一
句
』
小
考

六
七

が
お
の
れ
の
俳
諧
に
か
な
り
の
こ
だ
わ
り
を
持
つ
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
お
お
よ
そ
見
当
が
つ
く
が
、
ど
こ
ま
で
自
派
拡
張
に
執
着
し
て
い
た
か

に
つ
い
て
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
も
う
少
し
彼
の
言
説
を
読
み
こ
ん
で
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
私
見
を
述
べ
て
み
た
く
思
う
。
以
上
で
ど
こ
ま

で
雲
英
氏
の
御
好
意
に
応
え
ら
れ
た
か
甚
だ
心
も
と
な
い
が
、
一
応
の
私
見
を
述
べ
て
こ
の
「
小
考
」
の
筆
を
措
く
こ
と
に
す
る
。


